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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】天然由来の上皮細胞増殖因子（ＥＧＦ：Ｅｐｉｄｅｒｍａｌ　Ｇｒｏｗｔｈ　Ｆ
ａｃｔｏｒ）の含有量が高く、かつ安全な食品組成物を提供する。
【解決手段】ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分を、１０質量％以上、４０質量％以下し
、含有し、上皮細胞増殖因子を０．０２μｇ／ｇ以上含有する食品組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分を含有することを特徴とする食品組成物。
【請求項２】
　前記食品組成物は、固形サプリメントである請求項１に記載の食品組成物。
【請求項３】
　ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分の含有率が、１０質量％以上、４０質量％以下であ
る請求項２に記載の食品組成物。
【請求項４】
　上皮細胞増殖因子（ＥＧＦ：Ｅｐｉｄｅｒｍａｌ　Ｇｒｏｗｔｈ　Ｆａｃｔｏｒ）を０
．０２μｇ／ｇ以上含有する請求項２または３に記載の食品組成物。
【請求項５】
　前記食品組成物は、ドリンク剤である請求項１に記載の食品組成物。
【請求項６】
　ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分の含有率が、０．２質量％以上、２０質量％以下で
ある請求項５に記載の食品組成物。
【請求項７】
　上皮細胞増殖因子（ＥＧＦ：Ｅｐｉｄｅｒｍａｌ　Ｇｒｏｗｔｈ　Ｆａｃｔｏｒ）を０
．００４μｇ／ｍＬ以上含有する請求項５または６に記載の食品組成物。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、食品組成物に関するものであり、より詳細には、サプリメントおよびドリン
ク剤に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　日常の食事で不足しがちな栄養素を補う、あるいは、積極的に摂取する目的で、特定の
栄養素を配合した食品が、健康食品、機能性食品、あるいは、サプリメントとして知られ
ている。例えば、ヒアルロン酸、コラーゲン、コエンザイムＱ１０、グルコサミンなどを
配合した食品が知られている（例えば、特許文献１～４）。
【０００３】
　ＥＧＦが老化の防止に良いことが知られている。ＥＧＦとは、“上皮細胞増殖因子（Ｅ
ｐｉｄｅｒｍａｌ　Ｇｒｏｗｔｈ　Ｆａｃｔｏｒ）”と呼ばれる体内で形成されるタンパ
ク質の一種であり（以下、単に「ＥＧＦ」と称する場合がある）、アメリカの生物学者ス
タンレー・コーエン博士により発見された。ＥＧＦは、皮膚の表面にある受容体と結びつ
き、新しい細胞の生産を促進する。人は、年齢を重ねるにしたがって、ＥＧＦの分泌量が
減少する。そのため、細胞の再生が遅くなり、肌が老化する。ＥＧＦを含有する食品を食
べることによって、ＥＧＦが上皮細胞に補給され、上皮細胞の新生を促すことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－２３８４９７号公報
【特許文献２】特開昭６３－１３３９４１号公報
【特許文献３】国際公開ＷＯ２００８／１２６３６７号公報
【特許文献４】特開平３－２５９０７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ＥＧＦは、注目されていた当初は１ｇ当たり８，０００万円という極めて高額なもので
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あり、ＥＧＦを含有する食品の価格も極めて高額なものとなってしまう。そのため、原材
料であるＥＧＦを安価に入手することが検討されている。ＥＧＦを遺伝子組換技術を利用
して製造することが行われている。遺伝子組換技術により製造されたＥＧＦは、ヒトオリ
ゴペプチド－１と呼ばれている。しかし、遺伝子組換技術により得られたＥＧＦ（ヒトオ
リゴペプチド－１）を含有する食品は、厚生省の安全性審査を受ける必要がある。天然由
来のＥＧＦは、唾液、燕の巣、母乳などに含まれていることが知られているが、いずれも
含有量が少なく、食品の原材料として使用することは難しい。例えば、唾液に含まれてい
るＥＧＦの含有量は、約１μｇ／１Ｌであり、燕の巣１０ｇに含まれるＥＧＦの含有量は
、０．０１μｇ以下である。母乳中に含まれるＥＧＦの含有量は、泌乳期とともに減少す
る。分娩３～５日後の初乳では、約１５μｇ／１００ｍＬ、分娩３１～６０日後の成乳で
は、約８μｇ／１００ｍＬであり、分娩２４１～４８１日後には、約５μｇ／１００ｍＬ
まで減少する。日本では、分娩後５日以内の初乳を食品として流通させることが禁止され
ている。本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、天然由来のＥＧＦの含有量が
高く、かつ、安全な食品を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の食品組成物は、ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分を含有することを特徴とす
る。本発明者が鋭意検討した結果、ヤギホエー（ヤギの乳清）には、ＥＧＦが多く含まれ
ていることを見出し本発明を完成するに至った。ヤギホエーを凍結乾燥することにより、
ＥＧＦが加熱により分解されることを抑制することができる。その結果、高収率でＥＧＦ
を得ることができる。また、本発明の食品組成物は、天然由来のＥＧＦを使用しているの
で、安全である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、天然由来のＥＧＦの含有が高く、安全な食品組成物が得られる。本発
明の食品組成物を摂取することにより、老化が抑制される。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明の食品は、ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分を含有することを特徴とする。ヤ
ギホエー（ヤギの乳清）は、ヤギの生乳または殺菌乳から、チーズ、カゼインカード、レ
ンネットカゼインなどを製造する際に副生されるホエーであれば特に限定されず、例えば
、チーズホエー、レンネットホエー、酸ホエーのいずれであってもよい。また、ヤギの生
乳を殺菌処理する場合には、低温殺菌することが好ましく、例えば、６５℃×３０分で殺
菌処理することが好ましい。低温殺菌することにより、ヤギホエーに含まれるＥＧＦの分
解を抑制することができる。
【０００９】
　ヤギホエーを凍結乾燥する方法としては、公知の方法を用いればよい。すなわち、ヤギ
ホエーを凍結させて、減圧下で乾燥する方法を挙げることができる。ヤギホエーの凍結は
、例えば、－２０℃～－４０℃の温度で行うことが好ましい。乾燥時の減圧度は、例えば
、５Ｐａ～２０Ｐａが好ましく、７Ｐａ～１５Ｐａがより好ましい。乾燥は、斯かる条件
下で、約１～２日間乾燥すればよい。
【００１０】
　本発明の食品組成物は、経口的に摂取できるものであれば、特に限定されない。剤型と
しては、錠剤、粉末剤、顆粒剤、カプセル剤、シロップ剤、ドリンク剤などの形態が挙げ
られる。本発明の食品組成物は、固形サプリメント（錠剤、粉末剤、顆粒剤、カプセル剤
など）またはドリンク剤であることがより好ましい。
【００１１】
　本発明の食品組成物が、固形サプリメントの場合、ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分
の含有率が、１０質量％以上が好ましく、１５質量％以上がより好ましく、４０質量％以
下が好ましく、３０質量％以下がより好ましい。ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分の含
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有率が上記範囲内であれば、所望量のＥＧＦを摂取することが容易になる。
【００１２】
　本発明の食品組成物が、固形サプリメントの場合、ＥＧＦの含有量は、０．０２μｇ／
ｇ以上が好ましく、０．１μｇ／ｇ以上がより好ましく、０．３５μｇ／ｇ以上がさらに
好ましい。ＥＧＦの含有量が、０．０２μｇ／ｇ以上であれば、１日あたりのＥＧＦの摂
取量が多くなり、ＥＧＦ摂取の効果が大きくなるからである。ＥＧＦの含有量の上限は、
特に限定されないが、ヤギホエーの凍結乾燥成分に含まれるＥＧＦ濃度の最大値以下であ
ればよい。斯かる観点から、ＥＧＦの含有量は、約２．０μｇ／ｇ以下が好ましく、１．
７μｇ／ｇ以下がより好ましい。
【００１３】
　本発明の食品組成物が、ドリンク剤の場合、ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分の含有
率が、０．２質量％以上が好ましく、０．５質量％以上がより好ましく、２０質量％以下
が好ましく、１０質量％以下がより好ましい。ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分の含有
率が上記範囲内であれば、所望量のＥＧＦを摂取することが容易になる。
【００１４】
　本発明の食品組成物が、ドリンク剤の場合、ＥＧＦの含有量は、０．００４μｇ／ｍＬ
以上が好ましく、０．０２μｇ／ｍＬ以上がより好ましく、０．０７μｇ／ｍＬ以上がさ
らに好ましい。ＥＧＦの含有量が、０．００４μｇ／ｍＬ以上であれば、１日あたりのＥ
ＧＦの摂取量が多くなり、ＥＧＦ摂取の効果が大きくなるからである。ＥＧＦの含有量は
、特に限定されないが、０．２μｇ／ｍＬ以下が好ましく、０．１μｇ／ｍＬ以下がより
好ましい。
【００１５】
　本発明の食品組成物には、医薬や食品（特にサプリメント）の分野で採用されている通
常の製剤化手法を適用することができる。例えば、本発明の食品組成物が錠剤の場合、各
成分を配合して、得られた配合物を打錠成形する方法を挙げることができる。
【００１６】
　本発明の食品組成物は、ヤギホエーを凍結乾燥してなる成分に加えて、さらに、賦形剤
；崩壊剤；滑択剤；結合剤；コーティング剤；および、香料、甘味剤、防腐剤、保存剤、
抗酸化剤、果汁パウダー、食物繊維などのその他の添加剤を含有してもよい。
【００１７】
　賦形剤としては、特に限定されず、例えば、白糖、乳糖、ブドウ糖、還元麦芽糖、エリ
スリトール、キシリトール、ソルビトール、マンニトール、コーンスターチ、結晶セルロ
ース、リン酸カルシウム、硫酸カルシウムなどが挙げられる。液状の食品組成物を調製す
る場合の賦形剤としては、例えば、水、グリセリン、プロピレングリコール、単シロップ
、エタノール、エチレングリコール、ポリエチレングリコール、ソルビトール、植物油、
オリーブ油、トウモロコシ油などを挙げることができる。
【００１８】
　崩壊剤としては、特に限定されず、例えば、澱粉、寒天、クエン酸カルシウム、炭酸カ
ルシウム、炭酸水素ナトリウム、デキストリン、結晶セルロース、カルボキシメチルセル
ロース、トラガントなどを挙げることができる。
【００１９】
　滑択剤としては、特に限定されず、例えば、ステアリン酸マグネシウム、ステアリン酸
ナトリウム、ステアリン酸、ステアリン酸カルシウム、オレイン酸マグネシウム、オレイ
ン酸、オレイン酸カリウム、カプリル酸、フマル酸ステアリルナトリウム、および、パル
チミン酸マグネシウムなどを挙げることができる。
【００２０】
　前記結合剤としては、特に限定されず、例えば、結晶セルロース、結晶セルロース・カ
ルメロースナトリウム、メチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシ
プロピルメチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロースフタレート、ヒドロキ
シプロピルメチルセルロースアセテートサクシネート、カルメロースナトリウム、エチル
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セルロース、カルボキシメチルエチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロースなどのセ
ルロースまたはその誘導体；コムギデンプン、コメデンプン、トウモロコシデンプン、バ
レイショデンプン、アルファー化デンプル、部分アルファー化デンプル、ヒドロキシプロ
ピルスターチ、デキストリンなどのデンプンまたはその誘導体、アラビアガム、トラガン
ト、寒天、ゼラチン、糖類（ブドウ糖、白糖等）、エタノール、ポリビニルアルコールな
どを挙げることができる。
【００２１】
　前記コーティング剤としては、特に限定されず、例えば、セルロース誘導体（ヒドロキ
シプロピルセルロース、酢酸フタル酸セルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース
フタレート等）、セラック、ポリビニルピロリドン、ポリビニルピリジン類（ポリ－２－
ビニルピリジン、ポリ－２‐ビニル－５－エチルピリジン等）、ポリビニルアセチルジエ
チルアミノアセテート、ポリビニルアルコールフタレート、（メタ）アクリレート・（メ
タ）アクリル酸共重合体などを挙げることができる。
【００２２】
　前記甘味剤としては、特に限定されず、例えば、ブドウ糖、果糖、ショ糖などの糖質類
；フラクトオリゴ糖、ラクトスクロース、ラクチュロース、イソマルトオリゴ糖、大豆オ
リゴ糖、ガラクトオリゴ糖、キシロオリゴ糖、ラフィノース、パラチノースオリゴ糖、ニ
ゲロオリゴ糖、ゲンチオオリゴ糖、トレハロース、カップリングシュガーなどのオリゴ糖
類；ソルビトール、マルチトール、エリスリトール、ラクチトール、マンニトール、キシ
リトール等の糖アルコール；ステビアエキス、アスパルテーム、アセスルファムカリウム
などの高甘度甘味剤などを挙げることができる。
【００２３】
　防腐剤としては、ブチルパラベン、エチルパラベン等のパラオキシ安息香酸エステル、
安息香酸ナトリウム、アミノエチルスルホン酸、安息香酸、安息香酸ナトリウム、エタノ
ール、エデト酸ナトリウム、寒天、ｄＬ－カンフル、クエン酸、クエン酸ナトリウム、サ
リチル酸、サリチル酸ナトリウム、サリチル酸フェニル、ジブチルヒドロキシトルエン、
ソルビン酸、ソルビン酸カリウム、窒素、デヒドロ酢酸、デヒドロ酢酸ナトリウム、２－
ナフトール、白糖、ハチミツ、パラオキシ安息香酸イソブチル、パラオキシ安息香酸イソ
プロピル、パラオキシ安息香酸エチル、パラオキシ安息香酸ブチル、パラオキシ安息香酸
プロピル、パラオキシ安息香酸メチル、Ｌ－メントール、ユーカリ油などが挙げられる。
【００２４】
　保存剤としては、安息香酸、安息香酸ナトリウム、エタノール、エデト酸ナトリウム、
乾燥亜硫酸ナトリウム、クエン酸、グリセリン、サリチル酸、サリチル酸ナトリウム、ジ
ブチルヒドロキシトルエン、Ｄ－ソルビトール、ソルビン酸、ソルビン酸カリウム、デヒ
ドロ酢酸ナトリウム、パラオキシ安息香酸イソブチル、パラオキシ安息香酸イソプロピル
、パラオキシ安息香酸エチル、パラオキシ安息香酸ブチル、パラオキシ安息香酸プロピル
、パラオキシ安息香酸メチル、プロピレングリコール、リン酸等を挙げることができる。
【００２５】
　抗酸化剤としては、クエン酸、クエン酸誘導体、ビタミンＣおよびその誘導体、リコペ
ン、ビタミンＡ、カロテノイド類、ビタミンＢおよびその誘導体、フラボノイド類、ポリ
フェノール類、セレン、チオ硫酸ナトリウム、ビタミンＥおよびその誘導体、αリポ酸お
よびその誘導体、ピクノジェノール、フラバンジェノール、スーパーオキサイドディスム
ターゼ（ＳＯＤ）、グルタチオンペルオキシダーゼ、グルタチオン－Ｓ－トランスフェラ
ーゼ、グルタチオン還元酵素、カタラーゼ、アスコルビン酸ペルオキシダーゼ、還元型コ
エンザイムＱ１０、グルタチオンなどが挙げられる。
【００２６】
　果汁パウダーとしては、例えば、ラズベリーパウダー、ブルベリーパウダー、クランベ
リパウダー、カシスパウダー、アセロラパウダー、パパイヤパウダー、パイナップルパウ
ダー、キウイパウダーなどを挙げることができる。
【００２７】
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　本発明の食品組成物は、さらに他の栄養素や食品成分を含有してもよい。他の栄養素や
食品成分としては、例えば、ビタミン類、ミネラル成分、ヒアルロン酸またはその塩、コ
ラーゲン、コエンザイムＱ１０などを挙げることができる。本発明の食品組成物は、ヒア
ルロン酸とコラーゲンとを含有することが好ましい。ヒアルロン酸とコラーゲンとを同時
に摂取することにより、老化の抑制効果が一層高くなる。
【００２８】
　ビタミン類としては、ビタミンＡ、ビタミンＤ、ビタミンＥ、ビタミンＫ，ビタミンＢ
１、ビタミンＢ２、ビタミンＢ６、ビタミン１２、ナイアシン（ビタミンＢ３）、パント
テン酸（ビタミンＢ５）、葉酸、ビオチン、ビタミンＣなどを挙げることができる。
【００２９】
　ヒアルロン酸とは、グルクロン酸とＮ－アセチルグルコサミンとの二糖からなる繰り返
し構成単位を１以上有する多糖類をいう。また、ヒアルロン酸の塩としては、特に限定さ
れないが、食品又は薬学上許容しうる塩であることが好ましく、例えば、ナトリウム塩、
カリウム塩、カルシウム塩、亜鉛塩、マグネシウム塩、アンモニウム塩等が挙げられる。
ヒアルロン酸及び／又はその塩は、動物等の天然物（例えば鶏冠、さい帯、皮膚、関節液
などの生体組織など）から抽出されたものでもよく、又は、微生物もしくは動物細胞を培
養して得られたもの（例えばストレプトコッカス属の細菌等を用いた発酵法）、化学的も
しくは酵素的に合成されたものなどいずれも使用することができる。ヒアルロン酸および
／またはその塩の含有量は、本発明の食品組成物中０．１質量％以上が好ましく、０．５
質量％以上がより好ましく、５質量％以下が好ましく、４質量％以下がより好ましい。
【００３０】
　コラーゲンは、牛や豚や鶏などの動物の真皮抽出物またはその加水分解物を使用するこ
とができる。加水分解物は、コラーゲンまたはゼラチンを酵素にて加水分解することによ
り得られる。コラーゲンの含有量は、本発明の食品組成物中０．１質量％以上が好ましく
、０．５質量％以上がより好ましく、５質量％以下が好ましく、４質量％以下がより好ま
しい。
【００３１】
　ミネラル成分としては、例えば、カルシウム、鉄、カリウム、セレン、マグネシウム、
亜鉛、クロム、マンガン、モリブデン、ヨウ素、リン、銅などを挙げることができる。
【実施例】
【００３２】
　以下、本発明を実施例によって詳細に説明するが、本発明は、下記実施例によって限定
されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲の変更、実施の態様は、いずれも本
発明の範囲内に含まれる。
【００３３】
［ヤギホエーのＥＧＦ成分の測定］
　沖縄県産のヤギホエー６．４９６５ｇを５０ｍＬの水に溶解し、１時間撹拌した。その
後、４℃、１２０００ｒｐｍで１０分間遠心分離して、上澄み液を得た。この上澄み液に
含まれるＥＧＦの含有量をＨｕｍａｎ　ＥＧＦ　Ｑｕａｎｔｉｋｉｎｅ　ＥＬＩＳＡ　Ｋ
ｉｔを用いてＥＬＩＳＡ法にて測定した。測定は、ＥＩＳＡ　Ｋｉｔのマニュアルに従っ
て行った。その結果、ヤギホエー（フリーズドライパウダー）１ｇ当たりに１．６９μｇ
のＥＧＦが含有されていることが分かった。
【００３４】
［ヤギホエーフリーズドライパウダーの調製］
　沖縄県産ヤギホエー４０Ｌをトレイに移し、－３０℃の冷凍庫内で２日間凍結乾燥した
。トレイを凍結乾燥機に入れ、約１３Ｐａで３６時間乾燥して、ヤギホエーフリーズドラ
イパウダー３０００ｇを得た。乾燥開始時のヤギホエーの品温は、約－３６℃であり、乾
燥終了時の品温は２９℃であった。
【００３５】
［実施例１］
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　食品組成物（固形サプリメント）の調製
　上記のようにして得られたヤギホエーフリーズドライパウダーを用いて、表１に示した
配合処方により、錠剤の食品組成物（固形サプリメント）を作製した。得られた錠剤（１
粒３００ｍｇ）には、約６５ｍｇのヤギホエーフリーズドライパウダーが含まれる。錠剤
１粒（３００ｍｇ）当たりのＥＧＦの含有量は０．１１μｇであった。この錠剤を１日約
９粒（２７００ｍｇ）摂取することにより１μｇのＥＧＦを摂取することができる。
【００３６】
【表１】

【００３７】
［実施例２］
　食品組成物（ドリンク剤）の調製
　上記のようにして得られたヤギホエーフリーズドライパウダーを用いて、表２に示した
配合処方により、液状の食品組成物（ドリンク剤）を作製した。得られたドリンク剤（５
０ｍＬ）には、約１１７０ｍｇのヤギホエーフリーズドライパウダーが含まれる。このド
リンク剤を３日に１本（５０ｍＬ）で摂取することにより、２μｇのＥＧＦを摂取するこ
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【００３８】
【表２】

【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明は、健康食品、機能性食品、サプリメントなどとして有用である。
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